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オーディオ時評
AES 40th International 
Conference

　サラウンドスピーカを使用したマルチ
チャンネルオーディオは今や十分に普及し
た技術であり、デジタル放送でも利用され
ている。最新の研究では、三次元音響空間
をスピーカやヘッドホンで再生する技術が
対象となっている。しかしながら、空間音
響に関する収音、符号化、伝送そして再生
などの幾つかの技術は未だ研究開発途上に
ある。これらの空間音響に関するあらゆる
技術を網羅したコンファレンスが、第 40
回 AES 国際コンファレンスとして 10 月
8 ～ 10 日に東京で開催される。このコン
ファレンスでは従来のチャンネルベースの
空間音響再生からオブジェクトベースの空
間音響再生、さらにはバイノーラル再生ま
で広く議論される予定である。

技術プログラム
　当コンファレンスではペーパーセッショ
ンとワークショップ等の二つの技術プログ
ラムが平行して開催される。ペーパーセッ
ションには 70 件にもおよぶ論文の応募が
あり、その中から採択された論文が、「空
間音響の知覚と評価」「音響空間のレンダ
リングと再生」「高さを含むサラウンドサ
ウンド」「空間音響符号化」「空間音響の応
用」「マイクロホンとミクシング技術」「3D
サウンド」「空間と残響」「サラウンドサウ
ンドのモニタリング」というセッションに
分かれて発表される。また基調講演が毎日
予定され、初日は Angelo Farina 氏によ
る「サラウンドサウンドに関する二つのメ
インアプローチ間の戦いについて～歴史と
現状」、二日目は Yoiti Suzuki 氏による「ア

クティブリスニング
のための聴覚ディス
プレイとマイクロホ
ンアレイ」、3 日目は
Mikako Mizuno 女
史による「現代音楽
における空間のコン
セプト」という内容
である。
　ワークショップに
ついては 11 のプロ
グラムが予定されて
いる。以下そのタイ
トルを列挙する。「ペ
リ フ ォ ニ イ ～ 頭 頂
だけのチャンネルを
超えて」「高品質室
内インパルス応答の
測定と芸術的応用」

「スペースビルダー
～ 22.2 マルチチャ
ンネル音響に対応し
た包括的な制作ツー
ル」「３D 音響の現状」

「音楽のサラウンド録
音」「サウンドフィー
ルド拡散に関する新
しい理論モデル」「遠
近法によるミクシン
グ」「マルチチャンネ
ルフィールド録音に
おける芸術性と実際」

「時間－周波数処理に
よる新しい空間オー
ディオ符号化法」「距
離感、定位、明瞭度、
包み込まれ間などの
知覚における直接音 図1：AES第 40回国際コンファレンスのプログラム（暫定版）
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デジタル用語集
Fiber Channel（２）

　前号に続き、デジタルオーディオのネッ
トワークに利用されるファイバーチャンネ
ルについて解説する。

標準化
　 フ ァ イ バ ー チ ャ ン ネ ル（Fiber 
Channel (FC)） は NCITS (National 
Committee for Information Technology 
Standards、通信技術の標準化のための国
家委員会 ) によって ANSI の階層構造の一
部として標準化された。NCITS は通常「イ
ンサイト」と呼称されることが多く、民生
機器の標準化を行うための機関である。
　1961 年から 1996 年まで、NCITS は、
Accredited Standards Committee X3, 
Information（認定された標準化委員会
X3、通信）として活動した。NCTIS の目
的には、マルチメディア（MPEG/JPEG）
に関する意見を共通認識として製品化への
興味を示すこと、コンピュータ関連機器と
情報関連機器の間での通信、記録機器、そ
してデータベースなどがあげられていた。
認定された標準委員会 X3T11 には、デ
バイスレベル・インターフェースに関する
技術委員会という特定のタイトルが付けら

れており、ファイバーチャンネルに関する
最初の標準化委員会であった。
　技術委員会（TC）T11 はタスクグル
ー プ T11.1、T11.2、T11.3 そ し て
T11.4 の親委員会であり、各タスクグル
ープは標準化に関する固有の目的を有して
いた。親委員会は全タスクグループの作業
を調整し、デバイスレベル・インターフェ
ースに関する作業に対し総合的な責任を持
っていた。T11 では、以前のタスクグル
ープ XT9.3 とそれに続く X3T9 による
作業プログラムを受け継いで作業が行われ
た。T11 の最初の会合は 1994 年に開催
されている。
　T11 はインテリジェントな周辺装置
の イ ン タ ー フ ェ ー ス（IPI (Intelligent 
Peripheral Interface)）、高性能並列イン
ターフェース（HIPPI (High Performance 
Parallel Interface)）、そして、ファイバ
ーチャンネルに関する標準化を推進するこ
とについて特に重要な役割を果たした。標
準化活動は 1980 年代中期に開始され、
T11 の最初の標準化はファイバーチャンネ
ルに関連した規格に絞られた。
　ファイバーチャンネル規格ファミリーに
関する最も興味深い点は、上位レイヤプロ
トコルの中に包含されている情報に沿って
物理レイヤの管理を行えるようなマッピン

グを提供できることである。IP を含むマ
ッピングのオリジナルセットは、IP が規
定されている LAN 型のネットワークやそ
れ以外のネットワークにおいて機能でき
る技術を提供している。タスクグループ
T11.4 は、1999 年 10 月 7 日に公開さ
れたすべての FC プロジェクトのプロトコ
ルマッピングに対して責任を持っている。
T11 に対応する欧州の技術委員会は ISO/
IEC JTC 1 SC25/WG4 である。
　ファイバーチャンネルシステム・イニシ
エイティブは、現存するファイバーチャ
ンネル規格のコンテキストに応じて SCSI
と IP の相互運用性を規定することに興
味を持っていた 3 社によって 1992 年
に組織された。その 3 社とは、Hewlett 
Packard、IBM、Sun Microsystems で
あり、この 3 社によってファイバーチャ
ンネル技術のためのプロファイルが開発さ
れ、その後すぐに、そのサポートと開発が
ファイバーチャンネル・アソシエーション
に引き継がれた。
＜参考文献＞ http://www.ncits.org

Kimio Hamasaki
NHK

と間接音の比の重要性」「ゲームにおける
空間音響の追求」。
　10 月 7 日にはプレ・コンファレンス
イベントとしてスペシャルワークショップ

「３D 技術の分析」が開催される。

会場とスペシャルイベント
　コンファレンスの会場は 10 月 8 日（金）
が NHK 放送技術研究所（世田谷区砧）、9

日（土）と 10 日（日）が東京芸術大学音
楽環境創造科（北千住）である。
　8 日にはスペシャルイベントとして、
スーパーハイビジョンと 22.2 マルチチャ
ンネル音響のデモ、ならびに邦楽と現代音
楽のコンサートが行われる。また、10 日
にはピアノとサラウンド環境音によるラン
チタイムコンサートが予定されている。
　図１に現時点でのコンファレンスのプロ

グラム ( 暫定版 ) を紹介するが、コンファ
レンスに関する最新情報については、以下
を参照されたい。また、コンファレンスの
参加には事前登録が必要であり、早期割引
の適用期限締め切り日も迫っているので、
参加希望をされる方は同じく下記から急ぎ
登録されたい。
www.aes.org/events/40


